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巻頭言
特集　SFC × SDG

KEIO SFC JOURNAL Vol.19 No.1 特集編集委員

蟹江 憲史
慶應義塾大学大学院政策・メディア研究科教授

　SDGs の発想は、SFC の発想そのものである。設立から 25 年以上を経て、
ようやく社会が SFC に追い付いてきた。1 期生として SFC で学んだ立場と
すれば、「未来からの留学生」が未来に戻り、当時学んだことがまさに今起こ
っていることだという感が強い。当時の教授陣の先見の明に改めて敬服する
のが実感である。
　このように言える理由は大きく三つある。
　一つは、「未来からの留学生」という発想に代表される、未来からバックキ
ャストで今の課題を明らかにするという発想法である。SDGs には、（主として）
2030 年までに達成すべき 17 の目標と、それらを目標達成年や数値目標を含
めて、目標毎により具体的な目指すべきところを示した「ターゲット」が掲
げられている。求められるのは、それらの目標とターゲットの視点から、今
ある問題を明らかにし、問題解決を行うことである。
　未来にあるべき姿を描くことで、今の課題がより明らかになる。今の課題
を今の社会構造や社会状況を前提にして眺めると、「だから問題解決が難しい」
ということがわかるが、ではどうすれば解決できるのか、というところには
なかなかたどり着かない。問題の分析には役に立つが、必ずしもそれは問題
解決を導かない。SFC が出来た理由もそこにあったはずである。第三者とし
て分析するのでは世の中は進まない、問題解決に焦点を当て、問題解決を行
おう、と。
　未来の視点から問題を見つめなおすと、あるべき姿がクローズアップされ、
今のしがらみが余計なものにさえ見えてくる。ましてや、学生たちのフレッ
シュな頭でこれを見ると、様々な問題解決方法が見えてくる。
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　SDGs と SFC が同じ発想であるという理由の二つ目は、まさにこの点に関
係する。自律・分散・協調のシステム思考である。1990 年代初頭の SFC では、
自律分散協調のシステムという話があらゆる機会に出てきていた。繰り返し
聞くうちになんとなくイメージが出来てきた気がするが、25 年以上経って、
それを世界規模で実装しようという試みが SDGs である。
　SDGs の期待する問題解決方法は、自律分散協調にある。中央集権的にル
ールをつくり、そのルールを実施する、という従来の「ルールによるガバナ
ンス」に頼るのではなく、目標を作るがルールは作らず、ルールの実施は各
国やステークホルダーの自律分散協調行動に任せるという「目標ベースのガ
バナンス（governance through goals）」である（Kanie and Biermann, 2017）。
グローバルガバナンスの手法として、これほどまで大規模に国連が「目標ベ
ースのガバナンス」を導入したのは、歴史上初めてのことである。目標は共
有する一方で、実施の進め方は各国やステークホルダーのやりやすいやり方
で行う。これにより、自由な発想やイノベーションを生かしていく。唯一導
入したメカニズムが、「測る」という点である。本特集で植原・村井論文も測
ることの重要性を主張しているが、測ることで、自律分散協調が機能していく。
　SDGs 設定プロセスの中で国際研究プロジェクトを立ち上げ、その成果と
しての上記出版物の中で、「目標ベースのガバナンス」の新規性や可能性を理
論的に明らかにした。2013 年初頭には SDGs 交渉の議長をはじめとしたカギ
となる交渉担当者を集めたワークショップを何度も実施し、自律分散協調で
SDGs を進めることの重要性を明らかにしたことで、目標を共有しながら実
施は各国やステークホルダーが自由に行う、というガバナンスの発想が「2030
アジェンダ」にも導入された。
　その後 SDGs による目標ベースのガバナンスの実施メカニズムを明らかに
すべく、2017 年には xSDG ラボを立ち上げ、翌年にはステークホルダーと共
同の研究コンソーシアムとして xSDG コンソーシアムを立ち上げた。SFC の
研究メカニズムは、自律分散協調システムを明らかにする仕組みを提供して
くれている。
　SDGs と SFC の発想の同一性を表す第三のポイントは、総合的思考である。
いうまでもなく、SFC には総合政策の発想がある。総合的に考えることで、
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初めて課題解決が可能になる。未来からの発想で明らかになる問題の多くは、
タテ割りの弊害を乗り越えることで解決する。解決方法は仕組みや制度改革
もあれば、科学技術イノベーションもある。一見多様に見える解決方法だが、
共通点は「総合的な問題解決」である。
　SDGs もまた、総合的な問題解決が必須である。17 目標、169 ターゲットは、
その一つ一つが独立したものではなく、一つのパッケージであるという趣旨
のことは、SDGs を含む国連のアジェンダ「持続可能な開発のための 2030 ア
ジェンダ」に繰り返し登場する。目標をひとつだけ達成するのであれば、お
そらく誰もが何らかのことをやっているであろう。二酸化炭素を大量に排出
する低効率な石炭火力発電所で発電をしても、エネルギーのアクセスを高め
るターゲット 7.1 には貢献する。しかし、気候変動対策推進の目標 13 の観点
を含めるならば、これでは問題解決にならない。目標 7 も目標 13 も、そして
他の目標に対しても整合性のある問題解決方法を考えることが、SDGs を考
えることになるわけである。
　その意味では、SDGs は総合政策を可能にするためのツールを提供してく
れたということも可能である。しかもそのツールが世界共通言語であること
の意味は大きい。SFC だけではできないことが、広がりをもっていく。
　SDGs は SFC から 25 年以上遅れ、ようやく社会に実装された新たなツー
ルである。このツールを使いながら、今度は我々が 25 年先を見つめ、「SDGs
のその先」にある社会を創り、そしてそこで役に立つ発想法を生み出す番で
ある。
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